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   A case of solitary  "Uni-papillary Kidney" in a 24-year-old female is presented in 
detail. The previously reported case of "Uni-papillary Kidney" by Alan Neal and Leonard 
Murphy in 1960 is reviewed. Except these two cases, this unusual developmemtal bnorma-













































的に清澄.蛋 白(+)～(甘),赤 血球(+),白 血
球(+),上 皮細胞(十),尿 円柱(一),結 核菌塗



































腎杯様の形態は左腎影像の略々中心部に位 置 して い
る.そ してこの他には正常腎に認められる様 な小 腎








がRPの 時の様にふつ くらとしてなくてむ しろ細 長
く且つ全体として小さな形を示している点,並 びに腎
孟尿管移行部の腎影像の内部にあ り従つて腎孟像が全


































































右 側 には 腎 輪 廓像(一)左 側 は 略 々
三 角形 状 の腎 輪廓 像 を 認 め る.
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は特別の癒着なくこの操作は極めて容易であつた.腎












腎に認め られ た稀有 な腎奇形 の1例 を 報 告 し
た.其 の症例 は17才の男子で,就 職 用の身体検
査で蛋 白尿 と170/95mmHgの高血圧 とを指摘
され泌尿器科 に精査 を依 頼 されて来 たもので,
IVPで左側には全 く造影 剤の排泄 が認 め られ
ず,一 方右側 は腎孟 が内外に2分 し内側 のそれ
は盲端 に終 り外側 の腎孟 には細短 い茎部 を介 し
て随円形 の腎杯様像 が1個 接続 し,こ れ を中心
とした造影剤 の充満 した無数 の細管(tubules)
が腎外層部 まで直線上 に放射 している所見 が認
め られ ている(第9図)即 ち,こ の所見 は全
ての細管(tubules)が単 一 の乳頭部に集 中 し
ている事 を示す もので,従 つて この腎 は単一乳
頭型 の腎 であると考 え られたの である.左 腎 は
腎輪廓乃至腎影像 が認 め られず,逆 行性腎孟撮
影にて左尿管 は第5腰 椎 の高 さで盲端 に終つ て
いる事が記載 され てい る.本 症例は患者 の協 力
が得 られ なかつ たためそれ以上 の検査は行われ
ていない.こ の様 に本例はIVPの 所 見 の み
か ら``Uni-papillaryKidney"と推論 され た
もので解剖 学的 に確認 されたわけで はないが,
以上 のX線 撮影像所見 か らこの様 な推論 を下 す
のは至極合理的 で先 づ事実 に反 しないもの と我
々も考 える.こ こで我 々の症例を検討 してみ る
と,右 尿管上部が盲端 に終つて いて右 腎を欠 く
点並 びに左腎孟 が内外に2分 し内側 のそれは 盲
端 に終 り外側 のそれ には腎杯様 の形 態が細短 い
茎部を介 して存 在 している点が,AlanNealら
の症例 と部位が左右 反対 である と云 う所 を除 い
て非常 に類似 してい る.も つ とも単 腎側 の奇形
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にっ いてX線 撮影像 を中心 として詳細に観察 し
てみ ると,AlanNea1らの症例 では(1)腎 外
形が卵形乃至楕 円形 である.(2)腎孟 の過 半部
が腎影像外 にあ る.(3)腎杯様 の形態が楕 円形
で ここに向つ て腎外層部 より集 中 して くる尿 細
管像が 明瞭 に描 出 され てい る.の に対 して我 々
の症例 では(1)腎 外形が三角形 である.(2)
腎孟 の全部乃至過 半部 が腎影像 内に ある.(3)
腎杯様 の形態はIVPで は縦 に細長い楕 円形 を
示 し,RPで は3コ の円が少 しつつずれて連 続
的に連 つた様 なふつ くらとした特異 な形 を示 し
てい るが,い つれ もこれに集中す る細管像は描
出 されていない.と いつたい くらか の相違点が
認 め られ全 く同一 とは云 えない しか しなが ら
我 々の症 例において も,通 常 の腎杯形態 と全 く
異 つた楕 円形 乃至 それに類 似 した形 の単一 の腎
杯様形 態が腎影像 の略 々中心部 に位 置 し て お
り,他 に腎杯 様の像が全 く認め られ ない事か ら
して,AlanNea1らの症例 と同様 に単 一 乳 頭
型 の腎であ ると推 論 して も先づ誤 りない ものと
考 え る.我 々は試 験開腹 術に よつて,こ の腎実
質 が三角錐体型 とい う特異 な形状を もち,外 観
上結核,腫 瘍 及び嚢腫 といつた腎孟 腎杯 につ よ
い変形 を斉 らす様 な病的所 見 のない事を確認 し
た.な お我々は大動脈撮影 で示 され た腎動脈 の
分枝状 態を分 析 し,こ の所 見か らも``Uni-pa-
pillaryKidney"の一 つ 証拠が得 られ ない も
のか と検討を加 えたが,判 つ き りした結論 には
達 しなかつた.
成 書 に よ る と この 様 な``Uni-papillary
Kidney"は,家兎,犬,猿 等 において正 常
腎に認め られ るが,人 間 の腎は牛,あ ざ らし,
豚 等 と 同 様 に``Multi-papillaryKidney"
であって``Uni-papillaryKidney"の可 能 性
は まずない と記載 され てい る.AlanNea1ら
は 文 献 上 同一 の報告例 をみなかつた と記 し,
我 々 もAlanNea1らの報 告例以外に同様 の症
例 を交献上見 出 しえなかつた.こ の意味 で本症
例 は,非 常 に珍 しい腎 の奇形 であると考 える.
本症 の発生原因 は,勿 論後天 的な ものでな く
先天 的な ものであると想像 され る.即 ち胎生第
4週 の項,原 腎管(Wo1岱anduct)から尿管芽
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(ureteralbud)が生 じ これ が上方 に伸 びて造 後
腎組織 に達 しその先端 は上下首尾方 向に2分 し
て原 始腎孟 となるわけで,そ の後 の発生様式 に
ついては定説がな くChievitz(1897),Hauch
(1903)らの説,Heidenheim(1923),Narath
(1951)の説 等があ るが,何 れ にせ よ この2分
した原始腎孟か ら分岐,結 合が繰返 されて通常
の腎孟,大 腎杯,小 腎杯,乳 頭管,集 合管 等が
発生完成 するのであ り,AlanNea1ら及 び我
々の症例 は この尿排泄系 の正常 の発生過程 がお
そ らく尿管芽 の分岐,結 合 の面 にお い て 障 碍
された結果,通 常 の人 間の腎にはみ ら れ な い
``Uni-papillaryKidney"を生 じたものである
と考 え られ る.
さて,こ の我 々のsolitary``Uni-papillary
Kidney"の機能状態 をみる と,IVPで 造影 剤
の排泄 良好,シ ンチグラムでの排泄 良好,青 排
泄試験正常,血 清残余窒素及 びク レアチニソ値
正常 であるがPSP試 験は15分値18%,120分
値計44%と正常値 よ り稽 々低下 した 値 を 示 し
た.又 腎 の大 きさは三角筒形で あるため通常腎
と直接 には比較 しに くいが,8.0×9.0×9.0×
5.Ocmの計 測値 は正常 腎に比 して特 に小 さ い
とは云 えない ただ大動脈 撮影 像 より計 算 した
腎動脈 の直径 は3。8mmで 正常左腎平均値5.5
mmよ り小であつた.臨 床 的には本患者 は中等
度の赤沈促進(中 間値53.5rnm)を示 し,尿 検
査で軽度 の蛋白尿 があ り沈渣 に赤血球,白 血球
が軽 度に陽性 と出てい るが この原 因は明 らかで
ない 先天的単腎 は腎炎 な どに罹愚 し易 い とい
う報告 もある所か ら,本 例 にもそ の様 な変化が
あるか も知れ ない と想像 され るが我 々は確認 し
なかつ た.
最後に我 々の症例を先天性単腎 と云 う面か ら
観察 してみ ると,本 邦 におけ る先天性 腎の報 告
は,高 橋(1964)によると153例になつてお り
この中36例(23.8%)に何 らかの2次 的合併 症
が認め られてい る.し か しなが ら,勿 論``Uni-




等に よ り左先天性単 腎に``Uni-papillaryKid-
ney"の所見 を認 めた1例 を報告 した.本 症tz;・
稀 有な先天性腎奇形 であ り,我々の症例はAlari
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グ リセ オフル ビ ン微粉 末 錠(125mg)
●微細粒 子化 に よ り効 果が倍増
●従 来品 の施 の用 量 で同一 の効 果
●用 量 の節約 に よる治療 費の経済 化
適応症:汗 疸状白癬 ・爪白癬 ・
頑 癬 ・指(趾)間白癬
小水疸性斑状肉癬
包 装:125mg/30T100T
